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イ
タ
リ
ア
「
司
法
協
力
者
」
制
度
に
関
す
る
主
要
法
令
（
一
）

松　
　

田　
　

岳　
　

士

　

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
組
織
犯
罪
及
び
テ
ロ
リ
ズ
ム
犯
罪
対
策
の
一
環
と
し
て
、
警
察
・
司
法
当
局
に
情
報
や
供
述
を
提
供
す
る

「
司
法
協
力
者
」
や
「
司
法
証
人
」
に
対
し
て
、
科
刑
上
・
行
刑
上
の
恩
典
を
付
与
し
、
組
織
等
に
よ
る
報
復
か
ら
の
保
護
等
の
措
置

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
す
る
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
概
要
・
沿
革
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
拙
稿
「
イ
タ
リ
ア

に
お
け
る
『
司
法
協
力
者
』
制
度
」
椎
橋
隆
幸
先
生
古
稀
記
念
『
新
時
代
の
刑
事
法
学
』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）
五
九
三
頁
以
下

及
び
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
『
司
法
協
力
者
』
制
度
の
生
成
過
程
」
阪
大
法
学
六
六
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
三
頁
以
下
に
お

い
て
紹
介
・
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
制
度
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
関
連
法
令
の
内
容
を
お
さ
え
て
お
く
必
要
性
が

高
い
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
の
司
法
協
力
者
・
証
人
の
保
護
・
援
助
制
度
に
関
す
る
法
令
と
し
て
、
同
制
度
の
具
体
的
な
内
容
及
び
手

続
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
四
つ
の
法
令
─
─
す
な
わ
ち
、
⑴
司
法
協
力
者
・
司
法
証
人
制
度
の
基
本
法
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
、
⑵
司
法
協
力
者
の
身
分
変
更
の
手
続
に
つ
い
て
定
め
る
一
九
九
三

年
三
月
二
九
日
委
任
立
法
令
第
一
一
九
号
（
以
上
、
本
号
）、
⑶
司
法
協
力
者
・
司
法
証
人
の
特
別
保
護
措
置
の
内
容
及
び
手
続
に
関

す
る
細
則
を
定
め
る
二
〇
〇
四
年
四
月
二
三
日
内
務
省
令
第
一
六
一
号
、
⑷
司
法
協
力
者
等
の
社
会
復
帰
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
細
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則
を
定
め
る
二
〇
〇
五
年
五
月
一
三
日
内
務
省
令
第
一
三
八
号
─
─
を
選
び
出
し
、
そ
の
後
の
改
正
を
反
映
し
た
現
行
関
連
条
文
を
日

本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
法
令
の
原
文
に
つ
い
て
は
、L. A

libra
n
d
i - P. C

o
rso (a cura di), Codice penale e di pro-

cedura penale e leggi com
plem

entari, LaT
ribuna, 2016, pp. 933-963

の
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
法
令
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「N

O
R-

M
A

T
T

IV
A

」http://w
w

w
.norm

attiva.it/

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。

　

な
お
、
各
法
令
の
翻
訳
、
特
に
訳
語
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
田
中
一
郎
弁
護
士
（
大
阪
弁
護
士
会
）
及
び
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
フ
ァ
ビ

オ
・
コ
ロ
ン
ボ
（Giorgio Fabio Colom

bo

）
准
教
授
（
名
古
屋
大
学
）
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

⑴　

一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
「
恐
喝
目
的
監
禁
罪
、
司
法
証
人
の
保
護
並
び
に
司
法
に
協
力
す
る
者
の
保
護
及

び
制
裁
的
取
扱
に
関
す
る
新
規
定
」（D

ecreto Legge 15 gennaio 1991, n. 8 

─
─N

uove norm
e in m

ateria di sequstri di 

persona a scopo di estorsione e per la protezione dei testim
oni di giustizia, nonché per la protezione e il tratta-

m
ento sanzionatorio di coloro che collaborano con la giustizia

）
─
─
改
正
と
と
も
に
一
九
九
一
年
三
月
一
五
日
法
律
第
八

二
号
に
転
換
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三
日
法
律
第
四
五
号
に
よ
る
改
正
を
経
た
も
の

第
一
章　

恐
喝
目
的
監
禁
罪
に
関
す
る
新
規
定

第
一
条
～
第
八
条
【
省
略
】
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第
二
章　

司
法
に
協
力
す
る
者
の
保
護
に
関
す
る
新
規
定

第
九
条
（
特
別
保
護
措
置
の
適
用
要
件
） 

①　

第
二
項
及
び
第
五
項
に
定
め
る
行
為
を
行
う
者
又
は
同
項
に
定
め
る
状
況
に
あ
る
者

に
対
し
て
は
、
本
章
に
定
め
る
諸
規
定
に
よ
り
、
必
要
な
場
合
に
は
援
助
の
措
置
も
採
り
つ
つ
、
そ
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
適
当

な
特
別
保
護
措
置
（speciali m

isure di protezione

）
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

特
別
保
護
措
置
は
、
公
安
機
関
（autorità di pubblica sicurezza

）、
又
は
、
拘
禁
若
し
く
は
収
監
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
司
法
省
矯
正
局
（M

inistero della giustizia - D
ipartim

ento dell'am
m

inistrazione penitenziaria

）
が
直
接
採
る
こ
と
の

で
き
る
通
常
の
保
護
措
置
（ordinarie m

isure di tutela

）
で
は
十
分
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
か
つ
、
保
護
措
置
の
適
用
を
申
請

さ
れ
た
者
が
、
第
三
項
に
定
め
る
性
質
を
有
し
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
若
し
く
は
憲
法
秩
序
の
破
壊
を
目
的
と
し
て
犯
さ
れ
た
犯
罪
又
は
刑
事

訴
訟
法
第
五
一
条
第
三
項
の
二
に
定
め
る
罪
に
関
し
て
行
わ
れ
た
協
力
行
為
の
結
果
、
重
大
か
つ
現
在
の
危
険
に
陥
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

③　

特
別
保
護
措
置
の
適
用
の
た
め
に
は
、
刑
事
手
続
の
過
程
に
お
い
て
な
さ
れ
る
協
力
又
は
供
述
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
の
協
力
又
は

供
述
は
、
真
に
信
用
で
き
る
性
質
（carattere di intrinseca attendibilità

）
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
く
わ
え
て
、

そ
れ
は
、
新
規
性
又
は
完
全
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
他
の
要
素
に
よ
り
、
捜
査
の
展
開
の
た
め
、
公
判
の
た
め
、

又
は
マ
フ
ィ
ア
型
犯
罪
組
織
若
し
く
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
的
・
体
制
破
壊
的
犯
罪
組
織
の
構
造
的
特
徴
、
武
器
・
爆
発
物
・
財
産
の
所
有
状

況
、
国
内
外
の
関
係
及
び
連
携
、
若
し
く
は
そ
の
よ
う
な
組
織
の
目
標
、
目
的
及
び
活
動
態
様
に
関
す
る
調
査
活
動
の
た
め
に
顕
著
な

重
要
性
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④　

第
一
三
条
第
四
項
に
定
め
る
特
別
保
護
措
置
が
、
危
険
の
重
大
性
及
び
現
在
性
に
相
応
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
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は
、
第
一
三
条
第
五
項
が
そ
の
内
容
を
規
定
す
る
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
（speciale program

m
a di protezione

）
の
策
定
を
通

じ
て
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

⑤　

第
四
項
に
定
め
る
特
別
保
護
措
置
は
、
第
二
項
に
定
め
る
者
と
恒
常
的
に
同
居
す
る
（convivono stabilm

ente

）
者
、
及
び
、

特
別
な
状
況
が
あ
る
と
き
は
、
同
人
と
の
間
に
持
続
的
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
重
大
な
、
現
在
の
か
つ
明
確
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
が
判
明
し
た
者
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
恒
常
的
同
居
が
な
け
れ
ば
、
血
縁
、
姻
戚
、
婚
姻
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
同
措
置
が
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

⑥　

危
険
状
況
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
協
力
行
為
の
充
実
度
又
は
行
わ
れ
る
供
述
の
重
要
性
や
質
の
ほ
か
、
行
わ
れ
る
協
力
又
は
供

述
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
犯
罪
団
体
が
場
所
的
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
威
嚇
力
を
考
慮
に
入
れ
て
評
価
さ
れ
た
報
復
の
性
質
も
考
慮

す
る
。

第
一
〇
条
（
特
別
保
護
措
置
の
決
定
及
び
適
用
の
た
め
の
中
央
委
員
会
） 

①　
【
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三
日
法
律
第
四
五
号
に
よ
り
削

除
】

②　

内
務
大
臣
は
、
関
係
大
臣
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
司
法
大
臣
と
協
調
し
て
、
命
令
に
よ
り
、
特
別
保
護
措
置
の
内
容
決
定
及
び

適
用
の
た
め
の
中
央
委
員
会
（Com

m
issione centrale per la definizione e applicazione delle speciali m

isure di protezi-

one

）
を
設
置
す
る
。

②
の
二　

中
央
委
員
会
は
、
議
長
を
務
め
る
内
務
省
次
官
（Sottosegretario di Stato allʼinterno

）、
二
名
の
司
法
官
（m

agistra-

ti

）
並
び
に
五
名
の
上
級
公
務
員
及
び
公
務
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
委
員
長
以
外
の
構
成
員
は
、
各
部
署
に
お
い
て
特
別
な
経
験
を

十
分
に
も
ち
、
組
織
犯
罪
の
現
状
に
つ
い
て
知
識
を
有
す
る
が
、
マ
フ
ィ
ア
型
犯
罪
組
織
又
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
的
・
体
制
破
壊
的
組
織
犯
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罪
に
関
す
る
事
実
又
は
手
続
に
関
す
る
調
査
活
動
又
は
捜
査
活
動
の
職
務
に
従
事
し
な
い
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

②
の
三　

第
一
一
条
に
定
め
る
申
立
の
ほ
か
、
中
央
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
文
書
及
び
措
置
書
、
同
委
員
会
の
文
書
及
び
措
置
書
は
、

公
務
上
の
守
秘
義
務
の
対
象
と
な
る
。
但
し
、
要
約
及
び
保
護
処
分
実
施
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
同
委

員
会
の
文
書
及
び
措
置
書
に
つ
い
て
は
、
特
別
保
護
措
置
の
実
施
を
指
揮
す
る
機
関
以
外
の
機
関
に
報
告
す
べ
き
要
約
を
除
き
、
各
文

書
の
内
容
に
応
じ
た
秘
密
の
分
類
に
従
い
、
公
文
書
の
保
管
及
び
通
知
に
関
す
る
規
定
も
適
用
す
る
。

②
の
四　

中
央
委
員
会
は
、
事
務
的
職
務
及
び
調
査
的
職
務
を
行
う
た
め
に
、
警
察
調
整
・
計
画
局
（U

fficio per il coordinam
en-

to e la pianificazione delle Forze di polizia

）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
委
員
会
は
、
調
査
的
職
務
を
行
う
た
め
に
、

第
一
四
条
に
定
め
る
中
央
保
護
局
（Servizio centrale di protezione

）
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。

②
の
五　

特
別
保
護
措
置
を
適
用
し
、
変
更
し
又
は
取
消
す
中
央
委
員
会
の
措
置
に
対
す
る
不
服
申
立
（tutela

）
に
つ
い
て
は
、
第

一
三
条
第
一
項
に
定
め
る
緊
急
又
は
暫
定
的
な
措
置
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
行
政
訴
訟
法
の
規
定
に
従
う
。

②
の
六
～
八　
【
二
〇
一
〇
年
七
月
二
日
委
任
立
法
令
第
一
〇
四
号
（
新
行
政
訴
訟
法
）
に
よ
り
削
除
】

②
の
九　

内
務
大
臣
は
、
経
済
・
財
務
大
臣
（M

inistro dellʼeconom
ia e delle finanze

）
と
協
調
し
て
、
命
令
に
よ
り
、
中
央
委

員
会
委
員
及
び
事
務
的
職
務
及
び
調
査
的
職
務
に
加
わ
る
た
め
同
委
員
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
に
対
す
る
出
席
手
当
支
給
の
手
続

を
定
め
る
。
本
項
施
行
の
た
め
の
財
政
支
出
は
、
二
〇
〇
二
年
に
お
い
て
は
四
万
二
千
ユ
ー
ロ
以
下
、
二
〇
〇
三
年
以
降
は
十
万
ユ
ー

ロ
以
下
の
額
の
範
囲
内
で
決
定
さ
れ
、
部
分
的
に
同
省
用
の
準
備
金
を
用
い
つ
つ
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
三
年
間
予

算
額
と
し
て
計
上
さ
れ
た
割
当
額
を
、
経
済
・
財
務
省
の
二
〇
〇
二
年
予
算
費
目
の
「
特
別
財
源
（Fondo speciale

）」
の
予
算
基

礎
単
位
（unità previsionale di base

）
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
目
的
に
応
じ
て
減
額
す
る
こ
と
を
通
じ
て
行
う
。

③　
【
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三
日
法
律
第
四
五
号
に
よ
り
削
除
】
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第
一
一
条
（
特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
） 

①　

特
別
保
護
措
置
の
許
容
、
内
容
及
び
期
間
に
つ
い
て
は
、
重
大
か
つ
現
在
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
と
思
料
さ
れ
る
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
供
述
に
示
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
手
続
を
担
当
す
る
又
は
担
当
し
た
検
察
庁

の
共
和
国
検
事
正
（procuratore della Repubblica

）
に
よ
り
行
わ
れ
る
申
立
に
基
づ
き
、
第
一
〇
条
第
二
項
に
定
め
る
中
央
委
員

会
が
こ
れ
を
審
議
す
る
。
同
事
実
に
つ
き
、
地
方
検
察
庁
マ
フ
ィ
ア
対
策
部
（D

irezione distrettuale antim
afia

）
が
手
続
を
担

当
す
る
又
は
担
当
し
た
場
合
で
、
同
検
察
庁
の
検
事
正
（procuratore distrettuale

）
で
は
な
く
そ
の
代
理
が
こ
れ
を
指
揮
す
る
と

き
に
は
、
申
立
は
そ
の
代
理
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

②　

第
一
項
に
定
め
る
供
述
が
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
一
条
三
項
の
二
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪
の
一
に
つ
い
て
の
手
続
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
手
続
に
つ
い
て
、
複
数
の
検
察
庁
が
刑
事
訴
訟
法
第
三
七
一
条
に
定
め
る
関
連
捜
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
と
き
に
は
、
申
立
は
、
そ
の
検
察
庁
の
一
が
、
他
の
検
察
庁
の
合
意
を
得
た
上
で
行
い
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対

策
検
事
正
（procuratore nazionale antim

afia e antiterrorism
o

）
に
報
告
す
る
。
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
国
家
マ
フ

ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
が
こ
れ
を
裁
定
す
る
。

③　

特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
は
、
警
察
・
公
安
長
官
（Capo della polizia - D

irettore generale della pubblica sicurez-

za

）
も
、
共
和
国
検
事
正
の
意
見
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
共
和
国
検
事
正
の
意
見
は
、
要
件
が
整
う
場
合

に
は
、
第
二
項
の
定
め
に
よ
り
申
立
権
限
が
認
め
ら
れ
る
他
の
機
関
の
合
意
を
得
て
提
示
さ
れ
る
。

④　

第
二
項
に
定
め
る
要
件
が
整
わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
申
立
機
関
は
、
組
織
犯
罪
に
関
す
る
知
識
、
情
報
及
び
記
録
で
、
刑
事

訴
訟
法
第
三
七
一
条
の
二
及
び
刑
事
訴
訟
法
施
行
・
調
整
・
経
過
規
定
第
一
一
八
条
の
二
の
定
め
に
よ
り
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ

ム
対
策
検
事
正
又
は
関
係
控
訴
院
付
検
事
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
に
獲
得
し
た
も
の
が
、
中
央
委
員
会
の
審
議
に
と
っ
て
有
益
で

あ
り
得
る
場
合
に
は
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
又
は
関
係
控
訴
院
付
検
事
長
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑤　

中
央
委
員
会
は
、
特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
が
共
和
国
検
事
正
に
よ
り
他
の
検
察
庁
の
合
意
を
得
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

思
料
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
委
員
長
を
通
じ
て
で
も
、
第
四
項
に
定
め
る
権
限

及
び
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
又
は
控
訴
院
付
検
事
長
の
意
見
を
求
め
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
又
は
控
訴
院
付
検
事
長
は
、
第
二
項
に
定
め
る
要
件
が
整
う
と
思
料
す
る
と
き

は
、
意
見
を
述
べ
る
ほ
か
、
請
求
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
を
破
棄
院
付
検
事
総
長
（procuratore generale presso la Corte di 

cassazione

）
に
報
告
す
る
。

⑥　

第
二
項
乃
至
第
五
項
に
定
め
る
場
合
に
は
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
及
び
関
係
控
訴
院
付
検
事
長
は
、
協
力

行
為
に
関
連
又
は
関
係
す
る
捜
査
又
は
裁
判
を
行
う
司
法
機
関
か
ら
資
料
の
謄
本
及
び
報
告
又
は
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦　

特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
に
は
、
供
述
を
行
っ
た
者
が
司
法
に
協
力
す
る
旨
の
選
択
を
行
っ
た
結
果
、
第
九
条
に
定
め
る
者
が

現
に
さ
ら
さ
れ
又
は
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
危
険
の
重
大
性
及
び
現
在
性
に
関
す
る
評
価
に
役
立
つ
情
報
及
び
資
料
を
添
付
す
る
。

同
申
立
に
お
い
て
は
、
す
で
に
採
ら
れ
た
又
は
採
ら
せ
た
通
常
の
保
護
処
分
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
示
し
、
そ
れ
で
は
十
分
で
は
な

い
と
思
料
さ
れ
る
理
由
を
記
載
す
る
。

⑧　

第
九
条
第
三
項
に
定
め
る
場
合
に
は
、
共
和
国
検
事
正
の
申
立
又
は
警
察
・
公
安
長
官
に
よ
っ
て
申
立
が
行
わ
れ
た
場
合
の
共
和

国
検
事
正
の
意
見
は
、
供
述
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
貢
献
の
性
質
に
具
体
的
に
言
及
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
条
（
司
法
協
力
者
の
義
務
） 

①　

特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
対
象
者
は
、
申
立
機
関
に
対
し
、
自
己
の
婚
姻
、
家
族
、
財

産
の
状
態
、
法
律
、
裁
判
又
は
法
律
行
為
か
ら
生
ず
る
義
務
、
係
属
中
の
刑
事
手
続
、
民
事
手
続
、
行
政
手
続
、
学
歴
、
職
歴
、
免
許
、

認
可
、
許
可
そ
の
他
自
己
が
有
す
る
資
格
に
関
す
る
完
全
な
申
告
を
書
面
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
者
は
、
ま
た
、
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行
わ
れ
る
べ
き
行
為
に
つ
い
て
一
般
代
理
人
又
は
特
別
代
理
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　

関
係
者
は
、
特
別
保
護
措
置
に
関
す
る
書
面
に
署
名
し
、
以
下
の
行
為
を
自
ら
行
う
義
務
を
負
う
。

⒜　

定
め
ら
れ
た
安
全
規
則
を
遵
守
し
、
措
置
の
実
施
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
。

⒝　

協
力
内
容
調
書
（verbale illustrativo dei contenuti della collaborazione

）
の
作
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
、

質
問
、
尋
問
そ
の
他
の
捜
査
行
為
を
受
け
る
こ
と
。

⒞　

法
律
が
定
め
る
義
務
及
び
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
。

⒟　

協
力
を
行
っ
た
又
は
行
う
手
続
と
関
係
す
る
事
実
に
つ
い
て
の
供
述
を
、
司
法
機
関
、
警
察
機
関
及
び
自
己
の
弁
護
人
以
外
の
者

に
対
し
て
行
わ
な
い
こ
と
。
い
か
な
る
方
法
又
は
仲
介
に
よ
っ
て
も
、
犯
罪
に
従
事
す
る
者
に
会
っ
た
り
接
触
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

家
族
生
活
に
固
有
の
重
大
な
要
請
が
あ
る
と
き
に
司
法
機
関
が
許
可
し
た
場
合
を
除
き
、
他
の
い
か
な
る
司
法
協
力
者
に
も
会
っ
た
り

接
触
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

⒠　

直
接
的
に
又
は
仲
介
者
を
介
し
て
所
有
又
は
管
理
す
る
財
産
、
直
接
的
又
は
間
接
的
に
処
分
可
能
な
そ
の
他
の
利
益
を
具
体
的
に

特
定
す
る
こ
と
。
特
別
保
護
措
置
の
許
容
後
直
ち
に
違
法
な
活
動
か
ら
得
た
金
銭
を
提
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
金
銭
、
財
産
及
び
利

益
に
つ
い
て
は
、
司
法
機
関
は
直
ち
に
こ
れ
を
押
収
す
る
。

③　

第
二
項
⒠
号
の
規
定
は
、
第
一
六
条
の
四
第
二
項
に
定
め
る
者
に
は
適
用
し
な
い
。

③
の
二　

関
係
者
は
、
特
別
保
護
措
置
に
関
す
る
書
面
へ
の
署
名
に
当
た
り
、
第
一
〇
条
第
二
項
に
定
め
る
中
央
委
員
会
が
設
置
さ
れ

る
場
所
に
お
い
て
自
己
の
住
所
を
選
択
す
る
。

第
一
三
条
（
特
別
保
護
措
置
の
内
容
及
び
暫
定
措
置
の
採
用
） 

①　

第
一
〇
条
第
二
項
に
定
め
る
中
央
委
員
会
は
、
特
別
保
護
措
置
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許
容
の
申
立
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
員
の
少
な
く
と
も
五
名
の
参
加
の
下
で
、
多
数
決
に
よ
っ
て
議
決
す
る
。
同
数
の
場
合
に
は
、
委

員
長
の
票
に
よ
る
。
同
委
員
会
は
、
特
に
重
大
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
か
つ
申
立
権
限
を
有
す
る
機
関
の
請
求
が
あ
る
と
き

に
は
、
自
由
な
手
続
に
よ
っ
て
も
（anche senza form

alità

）、
ま
た
、
い
ず
れ
に
し
て
も
請
求
後
最
初
の
委
員
会
に
お
い
て
、
必

要
が
あ
れ
ば
、
第
一
四
条
に
定
め
る
中
央
保
護
局
か
ら
直
接
に
又
は
同
局
を
介
し
て
情
報
を
得
た
上
で
、
暫
定
保
護
計
画
（piano 

provvisorio di protezione

）
を
決
議
す
る
。
こ
の
請
求
に
は
、
第
一
一
条
第
七
項
に
定
め
る
資
料
の
ほ
か
、
関
係
者
が
協
力
の
意

思
を
表
明
し
た
事
実
、
及
び
協
力
が
信
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
顕
著
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
と
思
料
さ
れ
る
理
由
が
簡
潔
に
示
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
請
求
は
、
ま
た
、
危
険
の
特
別
な
重
大
性
及
び
手
続
の
緊
急
性
を
根
拠
づ
け
る
事
情
を
特
定
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
中
央
委
員
会
が
暫
定
保
護
計
画
を
決
議
す
る
措
置
は
、
第
一
一
条
に
定
め
る
申
立
権
限
機
関
が
一
八
〇
日
が
経
過
し

て
も
特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
を
行
わ
ず
、
中
央
委
員
会
が
手
続
の
通
常
の
手
続
及
び
様
式
に
よ
り
特
別
保
護
措
置
の
適
用
に
つ
い

て
決
議
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
効
果
を
停
止
す
る
。
中
央
委
員
会
委
員
長
は
、
申
立
に
つ
い
て
同
委
員
会
が
審
議
を
行
う
た
め
に
厳

格
に
必
要
な
期
間
、
暫
定
保
護
計
画
の
継
続
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
央
委
員
会
の
決
議
を
待
つ
こ
と
を
許
さ
な
い
例
外
的
な
緊

急
状
況
が
あ
る
と
き
は
、
決
議
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
方
の
公
安
機
関
に
よ
る
理
由
を
付
し
た
請
求
に
基
づ
き
、
警
察
・
公
安
長

官
は
、
公
安
機
関
に
対
し
、
そ
の
内
容
及
び
対
象
を
特
定
し
て
、
第
一
七
条
に
定
め
る
特
別
配
分
予
算
を
用
い
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が

で
き
る
。
暫
定
保
護
計
画
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
中
央
委
員
会
委
員
長
は
、
中
央
保
護
局
に
対
し
、
対
象
者
に
第
一
二
条
に
定
め

る
義
務
を
課
す
こ
と
の
相
当
性
に
関
す
る
報
告
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

保
護
措
置
の
い
ず
れ
か
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
そ
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
具
体
的
に

そ
の
う
ち
の
ど
の
措
置
を
適
用
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
中
央
委
員
会
は
、
公
安
機
関
、
司
法
省
矯
正
局
そ
の

他
の
機
関
に
よ
り
既
に
適
用
さ
れ
た
若
し
く
は
適
用
可
能
な
予
防
措
置
及
び
保
護
措
置
に
関
す
る
具
体
的
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
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協
力
行
為
の
性
格
に
鑑
み
て
危
険
の
重
大
性
及
び
現
在
性
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
た
め
の
資
料
を
得
る
こ
と
も

で
き
る
。

③　

中
央
委
員
会
は
、
特
別
保
護
措
置
の
適
用
要
件
の
充
足
を
審
査
す
る
目
的
で
の
み
、
申
立
又
は
意
見
の
提
示
を
行
っ
た
機
関
及
び

そ
の
他
の
司
法
機
関
、
捜
査
機
関
、
公
安
機
関
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
中
央
委
員
会
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
一

八
条
に
よ
り
司
法
機
関
か
ら
送
付
さ
れ
た
資
料
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

④　

第
一
項
に
定
め
る
暫
定
保
護
計
画
及
び
中
央
委
員
会
が
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
よ
ら
ず
に
手
続
を
進
め
る
場
合
に
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
保
護
措
置
の
内
容
は
、
第
一
七
条
の
二
第
一
項
に
定
め
る
命
令
に
定
め
ら
れ
る
。
特
別
保
護
措
置
の
内
容
に

は
、
と
く
に
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
機
関
の
下
で
行
わ
れ
る
保
護
措
置
の
整
備
の
ほ
か
、
安
全
確
保
の
技
術
的
方
策
（accorgi-

m
enti tecnici di sicurezza

）
の
整
備
、
居
住
す
る
自
治
体
と
は
異
な
る
自
治
体
へ
の
移
住
に
必
要
な
措
置
の
採
用
、
社
会
復
帰
を

促
進
す
る
た
め
に
と
り
得
る
方
策
の
制
定
、
行
刑
制
度
に
関
す
る
規
定
に
従
っ
て
特
別
な
態
様
の
施
設
拘
禁
又
は
移
送
及
び
監
視
を
行

う
こ
と
が
含
ま
れ
得
る
。

⑤　

中
央
委
員
会
が
、
要
件
が
整
う
場
合
に
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
よ
る
保
護
措
置
の
適
用
を
決
議
す
る
と
き
は
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
状
況
を
特
に
考
慮
し
た
指
標
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
第
四
項
に
定
め

る
措
置
の
ほ
か
、
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の
者
の
保
護
さ
れ
た
場
所
へ
の
移
住
、
情
報
機
器
に
お
け
る
文
書
及
び
通
信
の
特
別
な
保

管
方
式
、
人
的
及
び
経
済
的
援
助
措
置
、
改
正
後
の
一
九
九
三
年
三
月
二
九
日
委
任
立
法
令
第
一
一
九
号
に
よ
る
身
分
の
変
更
（cam

-

biam
ento delle generalità

）、
協
力
者
そ
の
他
保
護
に
付
せ
ら
れ
る
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
、
並
び
に
必
要
な
場

合
の
非
常
措
置
が
含
ま
れ
得
る
。

⑥　

第
五
項
に
定
め
る
経
済
的
援
助
措
置
に
は
、
と
く
に
、
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
せ
ら
れ
る
者
が
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
準
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備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
宿
泊
施
設
の
準
備
及
び
移
動
費
用
、
通
常
の
公
的
施
設
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
医
療

費
、
法
的
援
助
、
労
働
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
生
活
維
持
費
の
支
給
を
含
み
得
る
。
生
活
維
持
費
及
び
労
働
能
力
が
な

い
者
へ
の
補
助
の
額
は
、
中
央
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
一
九
九
五
年
八
月
八
日
法
律
第
三
三
五
号
第
三
条
第
六
項
及
び
第

七
項
に
定
め
る
社
会
手
当
の
額
の
五
倍
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
活
維
持
費
の
額
は
、
国
立
統
計
局
（IST

A
T

: Istituto N
a-

zionale di Statistica

）
に
よ
り
報
告
さ
れ
る
労
働
者
及
び
被
雇
用
者
の
家
族
に
つ
い
て
の
消
費
価
格
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
毎
年
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
央
委
員
会
は
、
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
せ
ら
れ
た
者
の
保
護
の
要
請
と
密
接
に
関
連
す
る
生
活
維
持
の
要

請
に
影
響
を
与
え
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
申
立
機
関
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正

又
は
第
一
一
条
に
定
め
る
関
係
検
事
正
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
理
由
を
付
し
た
措
置
に
よ
り
、
生
活
維
持
費
を
増
額
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
協
力
者
の
供
述
が
不
利
に
用
い
ら
れ
る
者
の
弁
護
人
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
公
判
裁
判
所
は
、
こ
の
措
置
書
を
取
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
同
弁
護
人
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
た
者
の
た
め
に
要
し
た
費
用
の
標
目
を

取
調
べ
る
。

⑦　

内
務
大
臣
は
、
対
象
者
の
総
数
及
び
六
月
の
期
間
内
に
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
た
者
の
経
済
的
援
助
に
要
し
た
費
用
の
総
額

を
第
一
六
条
に
定
め
る
報
告
書
に
記
載
し
、
関
係
者
個
人
の
秘
密
を
保
証
し
つ
つ
、
生
活
維
持
費
が
支
給
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
総
額

及
び
理
由
と
な
っ
た
必
要
性
の
内
容
を
明
示
す
る
。

⑧　

協
力
者
そ
の
他
保
護
に
付
さ
れ
た
者
に
は
、
そ
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
、
関
係
者
の
秘
密
及
び
匿
名
性
を
保
証
し
つ
つ
、
内
務
大

臣
が
関
係
大
臣
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
司
法
大
臣
と
協
調
し
て
発
す
る
命
令
に
よ
り
特
定
さ
れ
た
方
式
及
び
方
法
に
よ
り
、
役
職
の
維

持
又
は
他
の
場
所
若
し
く
は
職
場
へ
の
異
動
が
保
証
さ
れ
る
。
特
別
保
護
措
置
の
対
象
に
含
ま
れ
る
未
成
年
者
に
対
す
る
援
助
及
び
社

会
復
帰
の
た
め
の
特
別
措
置
の
策
定
も
、
同
様
の
手
続
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
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⑨　

司
法
機
関
は
、
家
族
生
活
に
固
有
の
重
大
な
要
請
が
あ
る
と
き
に
は
、
理
由
を
付
し
た
措
置
に
よ
り
、
第
一
六
条
の
四
第
二
項
に

定
め
る
者
同
士
で
会
う
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑩　

第
五
項
に
定
め
る
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
せ
ら
れ
た
者
で
、
拘
禁
又
は
収
監
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
は
、
そ
の
安
全
、
秘
密

及
び
社
会
復
帰
を
保
証
す
る
た
め
に
、
新
た
な
身
分
証
明
書
（docum

ento di copertura

）
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

⑪　

第
一
〇
項
に
定
め
る
新
た
な
身
分
証
明
書
の
発
行
は
、
第
一
四
条
に
定
め
る
中
央
保
護
局
が
こ
れ
を
許
可
す
る
。
同
局
は
、
証
明

書
発
行
機
関
に
対
し
、
身
分
証
明
書
を
準
備
し
、
法
律
に
定
め
る
登
録
及
び
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
他
の
手
続
を
行
う
よ
う
求
め
、
発

行
機
関
は
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
一
九
九
三
年
三
月
二
九
日
委
任
立
法
令
第
一
一
九
号
第
五
条
の

免
責
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。
身
分
証
明
書
発
行
許
可
の
日
時
、
手
続
及
び
理
由
を
記
載
し
た
非
公
開
の
記
録
簿
は
、
中
央
保
護

局
に
お
い
て
保
管
さ
れ
る
。

⑫　

特
別
な
安
全
確
保
上
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
共
和
国
検
事
正
及
び
裁
判
所
は
、
質
問
又
は
尋
問
を
受
け
る
者
に
必
要
な
連
絡
先

又
は
通
知
先
と
し
て
同
人
が
指
定
す
る
第
三
者
の
住
所
又
は
警
察
署
を
選
ぶ
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬　

特
別
保
護
措
置
許
容
の
申
立
又
は
請
求
が
、
拘
禁
又
は
収
監
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
矯
正
局
は
、
特
別
な

安
全
確
保
上
の
要
請
を
充
た
す
施
設
又
は
区
画
を
対
象
者
に
割
り
当
て
る
。
矯
正
局
は
、
申
立
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
か
つ
、
協

力
の
供
述
又
は
第
一
六
条
の
四
に
定
め
る
協
力
内
容
調
書
を
作
成
し
た
又
は
作
成
す
る
共
和
国
検
事
正
の
申
立
が
あ
る
と
き
に
も
、
同

様
の
措
置
を
と
る
。

⑭　

第
一
三
項
に
定
め
る
場
合
に
は
、
監
護
は
、
第
一
七
条
第
二
項
に
定
め
る
命
令
に
よ
る
特
別
な
方
法
を
用
い
て
も
関
係
者
の
秘
密

を
保
証
し
、
ま
た
、
関
係
者
が
、
既
に
司
法
に
協
力
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
他
の
者
と
会
う
こ
と
を
禁
止
し
、
供
述
の
真
正
性
が

損
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
よ
う
な
組
織
的
な
行
刑
的
取
扱
措
置
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
な
態
様
で
行
わ
れ
る
。
調
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書
が
作
成
さ
れ
る
期
間
又
は
い
ず
れ
に
し
て
も
協
力
内
容
調
書
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
供
述
を
行
う
者
を
、
改
正
後
の
一
九
七
五

年
七
月
二
六
日
法
律
第
三
五
四
号
第
一
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
項
に
よ
る
面
会
取
調
べ
（colloqui investigativi

）
の
対
象
と

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
、
関
係
者
に
は
、
同
期
間
に
お
い
て
、
手
紙
、
電
報
又
は
電
話
に
よ
る
通
信
を
行
う
こ
と
、
ま

た
、
司
法
に
協
力
す
る
他
の
者
と
会
う
こ
と
も
禁
止
さ
れ
る
。
但
し
、
保
護
の
要
請
と
関
連
す
る
目
的
の
た
め
に
又
は
家
族
生
活
に
関

す
る
重
大
な
要
請
が
あ
る
た
め
に
司
法
機
関
に
よ
る
許
可
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

⑮　

第
一
四
項
の
規
定
に
対
す
る
違
反
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
が
確
認
さ
れ
た
日
以
降
に
検
察
官
及
び
司
法
警
察
職
員
に
対
し

て
行
わ
れ
た
供
述
は
、
行
為
の
再
現
不
能
の
場
合
を
除
き
、
公
判
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
三
条
の
二 

【
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三
日
法
律
第
四
五
号
に
よ
り
削
除
】

第
一
三
条
の
三 

【
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三
日
法
律
第
四
五
号
に
よ
り
削
除
】

第
一
三
条
の
四
（
特
別
保
護
措
置
の
取
消
及
び
変
更
） 
①　

特
別
保
護
措
置
に
は
期
間
を
設
け
、
第
一
三
条
第
一
項
に
定
め
る
緊
急

的
又
は
暫
定
的
措
置
で
あ
っ
て
も
、
危
険
の
現
在
性
、
重
大
性
及
び
適
用
さ
れ
た
措
置
の
性
質
に
応
じ
て
、
ま
た
、
関
係
者
の
協
力
行

為
及
び
法
律
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
の
遵
守
状
況
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
取
消
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

第
一
二
条
第
二
項
⒝
号
及
び
⒠
号
の
定
め
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
の
不
遵
守
及
び
対
象
者
の
犯
罪
環
境
へ
の
復
帰
を
示
す
よ
う
な

犯
罪
の
実
行
は
、
特
別
保
護
措
置
取
消
の
原
因
と
な
る
事
実
を
構
成
す
る
。
第
一
二
条
の
定
め
に
よ
り
課
さ
れ
る
そ
の
他
の
義
務
の
不

遵
守
、
協
力
の
結
果
生
じ
た
危
険
の
変
容
又
は
消
滅
を
示
す
よ
う
な
犯
罪
の
実
行
、
保
護
措
置
の
明
示
的
放
棄
、
仕
事
若
し
く
は
企
業
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の
適
当
な
機
会
の
申
出
の
受
諾
拒
否
、
転
居
元
の
場
所
へ
の
無
許
可
の
帰
還
、
新
た
な
身
上
、
住
所
地
及
び
適
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
措

置
の
漏
え
い
又
は
暴
露
を
伴
う
よ
う
な
行
為
は
、
特
別
保
護
措
置
の
取
消
又
は
変
更
の
際
に
考
慮
さ
れ
得
る
事
実
を
構
成
す
る
。
と
く

に
特
別
保
護
措
置
の
適
用
が
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
介
さ
ず
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
同
措
置
の
取
消
又
は
変
更
の
た
め
の

評
価
に
当
た
り
、
協
力
の
開
始
時
か
ら
経
過
し
た
期
間
、
供
述
が
行
わ
れ
た
刑
事
手
続
の
状
況
及
び
審
級
並
び
に
第
九
条
第
六
項
に
定

め
る
危
険
状
況
を
考
慮
す
る
。

③　

中
央
委
員
会
は
、
対
象
者
を
特
別
保
護
措
置
に
付
す
こ
と
を
認
め
る
措
置
に
お
い
て
、
六
月
よ
り
長
く
五
年
を
超
え
な
い
期
間
を

指
定
し
、
そ
の
期
間
内
に
措
置
の
変
更
又
は
取
消
に
関
す
る
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
指
定
の
な
い
場
合
に
は
、
そ
の

期
間
は
措
置
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

④　

申
立
機
関
か
ら
理
由
を
付
し
た
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
央
委
員
会
は
、
第
三
項
に
定
め
る
審
査
を
行
う
義

務
を
負
う
。

⑤　

特
別
保
護
措
置
の
変
更
又
は
取
消
は
、
一
九
八
九
年
七
月
二
八
日
暫
定
措
置
令
第
二
七
一
号
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
施

行
・
調
整
・
経
過
規
定
第
一
四
七
条
の
二
の
規
定
の
適
用
可
能
性
に
影
響
を
与
え
な
い
。

第
一
四
条
（
中
央
保
護
局
） 

①　

中
央
委
員
会
が
決
定
し
た
特
別
保
護
措
置
の
執
行
方
式
の
実
施
及
び
具
体
化
は
、
国
庫
・
予
算
・

経
済
計
画
大
臣
（M

inistro del tesoro, del bilancio e della program
m

azione econom
ica

）
と
の
協
調
の
下
で
、
内
務
大
臣

の
命
令
に
よ
り
、
内
務
省
公
安
部
（dipartim

ento della pubblica sicurezza

）
に
設
置
さ
れ
る
中
央
保
護
局
（Servizio cen-

trale di protezione

）
が
行
う
。
国
庫
・
予
算
・
経
済
計
画
大
臣
は
、
関
係
官
庁
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
現
行
の
関
連
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
人
員
及
び
方
法
の
提
供
の
内
容
を
決
定
す
る
。
中
央
保
護
局
は
、
司
法
協
力
者
を
管
轄
す
る
部
局
と
司
法
証
人
を
管
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轄
す
る
部
局
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
に
つ
い
て
異
な
る
独
立
の
人
員
及
び
構
造
を
割
り
当
て
る
。
警
察
・
公
安
長
官

は
、
第
一
七
条
の
二
第
一
項
に
定
め
る
命
令
に
示
さ
れ
た
他
の
種
類
の
特
別
保
護
措
置
の
実
施
に
お
い
て
、
複
数
の
知
事
及
び
公
安
機

関
の
関
係
を
調
整
す
る
。
同
措
置
の
内
容
は
、
協
力
者
の
現
住
所
地
の
知
事
が
こ
れ
を
決
定
す
る
が
、
こ
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
七
条
に
よ
り
警
察
・
公
安
長
官
が
認
め
る
特
別
財
政
措
置
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。

②　
【
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三
日
法
律
第
四
五
号
に
よ
り
削
除
】

第
一
五
条
（
身
分
の
変
更
．
準
用
規
定
） 

①　

内
務
大
臣
は
、
司
法
大
臣
と
協
調
し
て
、
命
令
に
よ
り
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

範
囲
内
に
お
い
て
身
分
の
変
更
（cam

biam
ento delle generalità

）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
公
文
書
に
お

い
て
も
そ
の
秘
密
を
保
証
す
る
。

②　

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
一
九
九
三
年
三
月
二
九
日
暫
定
措
置
令
第
一
一
九
号
及
び
そ
の
改
正
法
に
よ
り
手
続
を

行
う
。

第
一
六
条
（
内
務
大
臣
の
報
告
） 

①　

内
務
大
臣
は
、
六
月
毎
の
議
会
へ
の
報
告
に
当
た
り
、
特
別
保
護
措
置
、
そ
の
効
果
及
び
一

般
的
状
況
に
つ
い
て
、
固
有
名
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
説
明
す
る
。

第
二
章
の
二　

司
法
証
人
の
保
護
に
関
す
る
規
定

第
一
六
条
の
二
（
司
法
証
人
に
対
す
る
特
別
保
護
措
置
の
適
用
） 

①　

第
九
条
及
び
第
一
三
条
第
五
項
に
定
め
る
特
別
保
護
措
置
は
、

要
件
が
整
う
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
供
述
を
行
っ
た
一
又
は
複
数
の
犯
罪
事
実
と
の
関
係
に
お
い
て
専
ら
犯
罪
被
害
者
（perso-
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na offesa dal reato

）、
参
考
人
（persona inform

ata sui fatti

）
又
は
証
人
（testim

one

）
と
し
て
手
続
に
参
加
す
る
者
に
適
用

さ
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
、
一
九
六
五
年
五
月
三
一
日
法
律
第
五
七
五
号
に
よ
り
予
防
処
分
（m

isura di prevenzi-

one
）
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
又
は
予
防
処
分
の
適
用
手
続
が
進
行
し
て
い
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
本
暫
定
措
置
令
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
主
体
を
「
司
法
証
人
（testim

oni di giustizia

）」
と
呼
ぶ
も
の
と
す
る
。

②　

司
法
証
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
供
述
は
、
信
用
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
以
外
は
、
第
九
条
第
三
項
に
定
め
る
性
質
を
も
つ
こ
と
を
要

せ
ず
、
ま
た
、
第
九
条
第
二
項
に
定
め
る
罪
以
外
の
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

③　

特
別
保
護
措
置
は
、
必
要
と
思
料
さ
れ
る
と
き
は
、
第
一
項
に
定
め
る
者
と
恒
常
的
に
同
居
又
は
同
棲
す
る
者
、
並
び
に
、
要
件

が
整
う
場
合
に
は
、
第
一
項
に
定
め
る
者
と
の
間
に
持
続
的
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
重
大
な
、
現
在
の
か
つ
明
確
な
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。

第
一
六
条
の
三
（
特
別
保
護
措
置
の
内
容
） 
①　

特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
適
用
さ
れ
る
司
法
証
人
は
、
以
下
の
権
利
を
有
す
る
。

⒜　

自
己
及
び
家
族
に
対
す
る
危
険
が
現
実
に
消
滅
す
る
ま
で
保
護
措
置
を
求
め
る
権
利
。

⒝　

保
護
の
終
了
後
で
あ
っ
て
も
、
収
入
を
得
る
可
能
性
を
再
び
得
る
ま
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
前
に
存
在
し
た
状
況
に
劣
ら
な
い

自
己
及
び
家
族
の
生
活
状
況
を
保
証
す
る
た
め
の
援
助
措
置
を
求
め
る
権
利
。

⒞　

援
助
に
代
え
て
、
援
助
経
費
の
金
銭
支
給
を
求
め
る
権
利
。

⒟　

公
務
員
の
場
合
に
は
、
他
の
国
家
官
公
庁
に
就
職
す
る
の
を
待
つ
間
に
お
い
て
も
、
所
属
す
る
国
家
官
公
庁
に
お
い
て
、
有
給
休

職
中
の
役
職
の
維
持
を
求
め
る
権
利
。

⒠　

元
の
住
所
地
に
お
け
る
自
己
及
び
家
族
の
労
働
活
動
の
停
止
に
よ
り
生
じ
た
逸
失
所
得
に
つ
い
て
中
央
委
員
会
が
認
め
た
額
の
支
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給
を
求
め
る
権
利
。
但
し
、
一
九
九
九
年
二
月
二
三
日
法
律
第
四
四
号
の
定
め
に
よ
り
逸
失
所
得
の
補
償
を
受
け
て
い
る
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。
可
能
な
範
囲
で
、
一
九
九
九
年
二
月
二
三
日
法
律
第
四
四
号
第
一
三
条
の
規
定
を
適
用
し
、
逸
失
所
得
と
し
て
司
法

証
人
に
支
給
さ
れ
る
金
銭
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
公
安
部
が
代
理
行
使
す
る
。
賠
償
は
国
庫
に
支
払
わ
れ
、

二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
四
日
法
律
第
二
四
四
号
第
二
条
第
六
一
五
項
乃
至
第
六
一
七
項
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
内
務
省
の
予
算
に
再

配
分
さ
れ
る
。

⒠
の
二　

特
別
な
要
件
の
充
足
が
求
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
に
も
、
獲
得
し
た
学
位
及
び
専
門
能

力
に
対
応
す
る
役
職
及
び
職
務
を
伴
う
行
政
職
へ
の
採
用
を
求
め
る
権
利
、

⒡　

自
己
及
び
家
族
の
完
全
な
経
済
生
活
及
び
社
会
生
活
へ
の
復
帰
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
低
金
利
貸
付
を
求
め
る
権
利
。

②　

決
定
さ
れ
た
措
置
は
、
そ
の
対
象
者
が
供
述
を
行
っ
た
刑
事
手
続
の
状
態
及
び
審
級
に
か
か
わ
ら
ず
、
危
険
が
現
実
に
消
滅
す
る

ま
で
維
持
さ
れ
る
。

②
の
二　

第
一
項
⒠
号
の
二
に
定
め
る
行
政
職
へ
の
採
用
は
、
改
正
後
の
二
〇
〇
一
年
三
月
三
〇
日
委
任
立
法
令
第
一
六
五
号
第
二
条

第
二
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
労
働
関
係
の
範
囲
内
で
、
関
係
官
公
庁
の
組
織
内
に
お
い
て
空
席
と
な
っ
て
い
る
役
職
の
限
度
内
に
お

い
て
、
か
つ
、
採
用
に
関
す
る
制
限
規
定
を
遵
守
し
、
内
務
省
と
関
係
省
庁
の
間
で
結
ば
れ
た
取
り
決
め
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
に
、
司
法
証
人
に
対
し
て
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
及
び
組
織
犯
罪
の
被
害
者
に
関
し
て
一
九
九
八
年
一
一
月
二
三
日
法
律
第
四
〇
七

号
第
一
条
第
二
項
が
定
め
る
義
務
的
優
先
配
転
（collocam

ento obbligatorio con precedenza

）
を
求
め
る
権
利
を
適
用
す
る
。

内
務
大
臣
は
、
第
一
七
条
の
二
の
定
め
に
よ
り
公
行
政
大
臣
（M

inistro per la pubblica am
m

inistrazione

）
と
協
調
し
て
発
す

る
命
令
に
よ
り
、
第
一
〇
条
第
二
項
に
定
め
る
中
央
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
関
係
者
の
安
全
を
保
証
す
る
た
め
に
も
、
そ
の

実
施
方
式
を
定
め
る
。
内
務
大
臣
は
、
同
命
令
に
よ
り
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
者
に
同
権
利
を
認
め
る
指
標
を
、
認
め
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ら
れ
た
恩
典
の
性
質
及
び
経
済
的
規
模
並
び
に
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
消
の
原
因
及
び
態
様
と
関
連
づ
け
て
明
示
的
に
定
め
る
。

③　

特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
他
の
場
所
へ
の
完
全
移
転
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
司
法
証
人
は
、
そ
の
市
場
価
格
相
当
の
金
銭
の
支

給
に
よ
り
国
有
不
動
産
を
取
得
す
る
権
利
を
有
す
る
。
不
動
産
登
記
の
移
転
は
、
中
央
保
護
局
の
司
法
証
人
担
当
課
長
に
よ
り
、
資
格

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
弁
護
士
又
は
商
学
士
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
た
管
理
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

第
二
章
の
三　

司
法
協
力
者
の
制
裁
的
取
扱
に
関
す
る
規
定

第
一
六
条
の
四
（
協
力
内
容
調
書
） 

①　

協
力
の
意
思
を
表
明
し
た
者
が
、
第
二
章
に
定
め
る
特
別
保
護
措
置
の
許
容
及
び
第
一
六

条
の
五
及
び
第
一
六
条
の
九
に
定
め
る
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
共
和
国
検
事
正
に
対
し
、
そ
の
意
思
の
表
明
か
ら
一
八
〇
日
以
内
に
、

自
己
の
持
つ
知
識
で
、
取
り
調
べ
ら
れ
る
事
実
及
び
事
情
、
そ
の
他
自
己
が
知
る
非
常
に
重
大
で
社
会
不
安
を
も
た
ら
す
よ
う
な
事
実

の
再
構
成
並
び
に
そ
の
犯
人
の
特
定
及
び
身
柄
確
保
の
た
め
に
有
益
な
も
の
の
す
べ
て
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
協
力

の
意
思
を
表
明
し
た
者
は
、
本
人
又
は
同
人
が
知
る
情
報
に
関
係
す
る
犯
罪
団
体
の
他
の
帰
属
者
が
直
接
的
又
は
間
接
的
に
利
用
で
き

る
金
銭
、
財
産
そ
の
他
の
利
益
を
特
定
、
押
収
又
は
没
収
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②　

第
一
項
に
定
め
る
金
銭
、
財
産
そ
の
他
の
利
益
の
特
定
に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
、
協
力
の
意
思
を
示
す
の
が
司
法
証
人
で
あ
る

場
合
に
は
、
要
求
さ
れ
な
い
。

③　

第
一
項
及
び
第
二
項
の
定
め
に
よ
り
な
さ
れ
た
供
述
は
、「
協
力
内
容
調
書
」
と
呼
ば
れ
る
調
書
に
記
録
さ
れ
る
。
同
調
書
は
、

刑
事
訴
訟
法
第
一
四
一
条
の
二
に
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
全
体
が
、
供
述
が
そ
の
面
前
で
行
わ
れ
た
共
和
国
検
事
に

よ
り
保
管
さ
れ
る
特
別
な
資
料
綴
に
編
綴
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
抄
本
が
、
各
供
述
と
直
接
的
に
関
連
す
る
手
続
に
関
し
て
刑
事
訴
訟
法
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第
四
一
六
条
第
二
項
に
定
め
る
資
料
綴
に
編
綴
さ
れ
る
。
同
調
書
は
、
抄
本
が
秘
密
の
対
象
と
さ
れ
る
期
間
は
、
秘
密
の
対
象
と
な
る
。

同
調
書
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
一
四
条
に
よ
り
公
表
が
禁
止
さ
れ
る
。

④　

供
述
を
行
う
者
は
、
協
力
内
容
調
書
に
お
い
て
、
供
述
し
た
事
実
と
関
係
又
は
関
連
し
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
重

大
な
、
又
は
い
ず
れ
に
し
て
も
個
人
若
し
く
は
犯
罪
団
体
の
社
会
的
危
険
性
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
他
の
事
実
又
は
事
情
に
関
す
る

訴
訟
上
有
益
な
知
識
及
び
情
報
を
有
し
て
い
な
い
旨
申
告
す
る
。

⑤　

面
会
取
調
べ
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
供
述
を
行
う
者
は
、
協
力
内
容
調
書
に
そ
の
旨
明
示
す
る
。

⑥　

第
一
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
情
報
及
び
知
識
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
四
条
に
よ
る
証
言
の
対
象
と
な
り
得
、
か
つ
、
訴
訟
上

使
用
可
能
な
も
の
を
い
い
、
と
く
に
供
述
者
が
噂
又
は
こ
れ
に
類
す
る
状
況
か
ら
推
測
し
た
知
識
及
び
情
報
を
除
く
。

⑦　

第
二
章
及
び
第
二
章
の
二
に
定
め
る
特
別
保
護
措
置
は
、
第
一
項
に
定
め
る
期
間
内
に
、
そ
の
対
象
者
が
第
一
項
、
第
二
項
及
び

第
四
項
に
定
め
る
供
述
を
行
わ
ず
、
協
力
内
容
調
書
に
こ
れ
が
記
録
さ
れ
な
い
場
合
に
は
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
許
容
さ
れ
た
場

合
に
は
取
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧　

第
七
項
の
規
定
は
、
第
四
項
に
よ
る
申
告
が
真
実
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
も
適
用
す
る
。

⑨　

第
一
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
検
察
官
又
は
司
法
警
察
職
員
に
対
す
る
供
述
が
、
第
一
項
に
定
め
る
期
間
を
超
え
て
行
わ
れ
た
場

合
に
は
、
再
現
不
能
の
場
合
を
除
き
、
供
述
者
以
外
の
者
に
対
し
て
、
同
供
述
の
内
容
た
る
事
実
の
証
拠
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

第
一
六
条
の
五
（
協
力
が
行
わ
れ
た
場
合
の
刑
の
減
軽
） 

①　

第
九
条
第
二
項
に
定
め
る
罪
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
刑
法
及
び
特

別
法
が
定
め
る
刑
の
減
軽
事
由
（circostanze attenuanti

）
は
、
第
一
六
条
の
四
第
一
項
に
定
め
る
期
間
内
に
同
規
定
に
定
め
る
協
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力
内
容
調
書
に
署
名
し
た
者
に
限
り
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

裁
判
所
は
、
職
権
に
よ
っ
て
も
、
所
定
の
期
間
内
に
協
力
内
容
調
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

③　

協
力
が
公
判
の
進
行
中
に
表
明
さ
れ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
協
力
内
容
調
書
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
一
項
に
定
め
る

刑
の
減
軽
事
由
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
一
六
条
の
四
及
び
第
一
六
条
の
九
に
定
め
る
効
果
を

得
る
た
め
に
所
定
の
期
間
内
に
お
い
て
同
調
書
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

第
一
六
条
の
六
（
協
力
者
の
取
調
べ
又
は
尋
問
が
行
わ
れ
る
場
合
の
協
力
内
容
調
書
及
び
面
会
取
調
べ
に
関
す
る
記
録
の
抄
本
の
取
調

べ
） 

①　

司
法
協
力
者
を
、
証
人
、
関
連
手
続
の
被
訴
追
者
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
三
七
一
条
第
二
項
⒝
号
に
定
め
る
場
合
の
手
続
の

対
象
犯
罪
と
関
係
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
被
訴
追
者
と
し
て
質
問
又
は
尋
問
す
べ
き
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
請
求
に
よ
り
、

当
該
手
続
の
被
告
人
の
責
任
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
第
一
六
条
の
四
の
定
め
に
よ
り
作
成
し
た
協
力
内
容
調
書
を
検
察
官
資

料
綴
に
編
綴
す
る
よ
う
命
ず
る
。

②　

第
一
項
に
定
め
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
請
求
に
よ
り
、
刑
事
施
設
の
長
が
保
管
し
、
拘
禁
又
は
収
監
さ
れ
た
者
の

氏
名
、
捜
査
目
的
の
面
会
取
調
べ
を
行
っ
た
者
の
氏
名
、
そ
の
開
始
及
び
終
了
の
日
時
が
記
さ
れ
た
記
録
簿
の
抄
本
並
び
に
改
正
後
の

一
九
七
五
年
七
月
二
六
日
法
律
第
三
五
四
号
第
一
八
条
の
二
第
三
項
の
定
め
る
記
録
簿
の
抄
本
の
う
ち
、
司
法
協
力
者
に
対
し
て
行
わ

れ
た
面
会
取
調
べ
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
取
調
べ
を
命
ず
る
。

第
一
六
条
の
七
（
期
間
の
延
長
及
び
再
審
） 

①　

第
九
条
第
二
項
に
定
め
る
罪
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
刑
法
及
び
特
別
法
が
定
め

る
刑
の
減
軽
事
由
が
虚
偽
若
し
く
は
隠
匿
の
供
述
の
結
果
と
し
て
適
用
さ
れ
た
と
き
、
又
は
刑
の
減
軽
事
由
の
恩
典
を
受
け
た
者
が
、
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判
決
の
確
定
か
ら
一
〇
年
以
内
に
現
行
犯
逮
捕
が
必
要
的
で
あ
る
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
管
轄
区
の
控

訴
院
付
検
事
長
は
、
再
審
（revisione

）
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　

再
審
は
、
第
一
項
に
定
め
る
要
件
が
整
い
、
か
つ
、
同
項
に
定
め
る
罪
が
対
象
者
の
犯
罪
環
境
か
ら
の
滞
留
を
示
す
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
許
容
さ
れ
る
。

③　

第
一
項
に
定
め
る
刑
の
減
軽
事
由
の
恩
典
を
受
け
た
者
が
、
第
一
六
条
の
九
に
定
め
る
行
刑
上
の
恩
典
の
一
を
得
て
い
た
と
き
は
、

再
審
を
請
求
し
た
検
事
長
は
、
第
一
六
条
の
九
第
七
項
に
定
め
る
手
続
を
行
う
権
限
を
有
す
る
刑
執
行
監
視
裁
判
所
又
は
裁
判
官
に
、

再
審
請
求
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

④　

再
審
公
判
に
お
い
て
は
、
可
能
な
範
囲
で
、
刑
事
訴
訟
法
第
九
部
第
四
編
の
諸
規
定
を
準
用
す
る
。
再
審
請
求
が
容
認
さ
れ
る
場

合
に
は
、
裁
判
所
は
、
有
罪
判
決
を
見
直
し
、
新
た
な
量
刑
を
行
う
。

⑤　

再
審
公
判
の
過
程
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
法
律
の
定
め
る
保
全
処
分
（m

isure cautelari

）
の
適

用
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥　

第
一
項
に
定
め
る
事
由
が
判
決
の
確
定
前
に
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
由
に
関
す
る
資
料
は
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所
に

対
応
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
に
送
付
さ
れ
る
。
資
料
が
既
に
上
訴
審
に
送
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
上
訴
審
裁
判
所
に
対
応
す
る
検

察
庁
の
検
察
官
に
送
付
さ
れ
る
。
判
決
が
控
訴
審
で
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
資
料
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
判
決
を
言

い
渡
し
た
控
訴
院
に
対
応
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
に
送
付
さ
れ
る
。
検
察
官
は
、
資
料
を
受
け
取
っ
て
か
ら
三
〇
日
以
内
に
、
刑
事
訴

訟
法
第
一
七
五
条
の
定
め
に
よ
り
、
第
一
項
に
定
め
る
刑
の
減
軽
事
由
の
適
用
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
の
み
上
訴
申
立
期
間
の
延
長

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦　

虚
偽
告
訴
（calunnia

）
の
罪
に
つ
い
て
定
め
る
刑
は
、
そ
の
犯
人
が
、
第
一
項
に
定
め
る
刑
の
減
軽
事
由
、
又
は
第
一
六
条
の
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九
及
び
第
二
章
に
定
め
る
行
刑
上
の
恩
典
、
通
常
の
保
護
措
置
若
し
く
は
特
別
保
護
措
置
を
得
る
目
的
で
同
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
、

三
分
の
一
以
上
二
分
の
一
以
下
の
範
囲
で
加
重
さ
れ
る
。
行
刑
上
の
恩
典
の
一
つ
が
達
成
さ
れ
た
と
き
に
は
、
二
分
の
一
以
上
三
分
の

二
以
下
の
範
囲
で
刑
が
加
重
さ
れ
る
。

第
一
六
条
の
八
（
協
力
の
効
果
と
し
て
の
勾
留
の
取
消
又
は
代
替
） 

①　

勾
留
（custodia cautelare

）
の
処
分
は
、
そ
れ
を
命
じ

ら
れ
た
対
象
者
が
、
刑
法
若
し
く
は
特
別
法
が
定
め
る
刑
の
減
軽
事
由
を
認
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
協
力
行
為
を
行
い
又
は
行
っ
た

と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
こ
れ
を
取
消
し
、
又
は
よ
り
重
大
で
な
い
他
の
処
分
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、

勾
留
の
必
要
性
の
存
在
に
関
し
て
確
認
さ
れ
た
事
実
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
手
続
を
担
当
す
る
裁
判
所
が
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ

ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
又
は
関
係
控
訴
院
付
検
事
長
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
マ
フ
ィ
ア
型
若
し
く
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
的
・
国
家
転
覆
的

組
織
犯
罪
と
の
関
係
の
現
在
性
を
推
認
さ
せ
る
資
料
が
な
く
、
か
つ
、
協
力
者
が
特
別
保
護
措
置
に
付
さ
れ
る
場
合
に
、
第
一
二
条
に

定
め
る
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
に
限
り
、
取
消
又
は
代
替
が
行
わ
れ
得
る
。

第
一
六
条
の
九
（
行
刑
上
の
恩
典
） 

①　

テ
ロ
リ
ズ
ム
又
は
憲
法
秩
序
転
覆
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
五

一
条
第
三
項
の
二
に
定
め
る
罪
の
一
に
よ
り
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
で
、
判
決
の
言
渡
後
で
あ
っ
て
も
、
刑
法
又
は
特
別
法
に
定
め

ら
れ
た
刑
の
減
軽
事
由
を
認
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
協
力
行
為
を
行
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ

ム
対
策
検
事
正
の
申
立
に
基
づ
き
又
は
そ
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
仮
釈
放
（liberazione condizionale

）、
恩
典
的
休
暇
（per-

m
essi prem

io

）
の
付
与
及
び
改
正
後
の
一
九
七
五
年
七
月
二
六
日
法
律
第
三
五
四
号
第
四
七
条
の
三
に
定
め
る
自
宅
拘
禁
（detenzi-

one dom
iciliare

）
の
許
容
が
命
じ
ら
れ
る
。
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②　

国
家
マ
フ
ィ
ア
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
検
事
正
は
、
申
立
又
は
意
見
中
に
お
い
て
、
行
わ
れ
た
協
力
の
性
質
に
関
す
る
す
べ
て
の
有

益
な
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
申
立
又
は
意
見
に
は
、
刑
執
行
監
視
裁
判
所
又
は
裁
判
官
の
請
求
に
基
づ
き
、
協
力
内
容
調
書
の
謄

本
を
添
付
す
る
。
特
別
保
護
措
置
に
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
措
置
適
用
書
も
添
付
す
る
。

③　

第
二
項
に
定
め
る
申
立
又
は
意
見
に
は
、
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
行
為
及
び
社
会
的
危
険
性
の
評
価
が
含
ま
れ
、
と
く
に
、

同
人
が
協
力
を
行
っ
た
刑
事
手
続
の
過
程
で
、
質
問
又
は
尋
問
そ
の
他
の
捜
査
行
為
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
し
た
か
否
か
が
明
示
さ
れ

る
。
申
立
又
は
意
見
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
組
織
犯
罪
又
は
体
制
転
覆
的
犯
罪
と
の
関
係
の
現
状
に
も
触
れ
つ
つ
、
改
心
の
確
認
の

た
め
に
重
要
な
そ
の
他
の
事
実
も
示
さ
れ
る
。

④　

第
二
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
申
立
又
は
意
見
が
あ
っ
た
と
き
は
、
刑
執
行
監
視
裁
判
所
又
は
裁
判
官
は
、
第
一
項
に
定
め
る
要

件
が
整
っ
た
と
思
料
し
、
か
つ
、
協
力
の
重
要
性
に
鑑
み
て
改
心
が
認
め
ら
れ
、
組
織
犯
罪
又
は
体
制
転
覆
的
犯
罪
と
の
関
係
の
存
在

を
認
め
る
と
疑
う
に
足
り
る
資
料
が
な
い
場
合
に
は
、
刑
法
第
一
七
六
条
並
び
に
改
正
後
の
一
九
七
五
年
七
月
二
六
日
法
律
第
三
五
四

号
第
三
〇
条
の
三
及
び
第
四
七
条
の
三
が
定
め
る
刑
期
の
経
過
に
関
す
る
も
の
を
含
む
現
行
法
上
の
制
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
に

定
め
る
措
置
を
と
る
。
本
条
第
二
項
に
定
め
る
機
関
が
反
対
意
見
を
表
明
し
た
場
合
に
は
、
本
措
置
に
は
具
体
的
な
理
由
が
付
さ
れ
る
。

刑
期
の
経
過
に
関
す
る
制
限
に
例
外
を
認
め
る
措
置
は
、
第
一
六
条
の
四
に
定
め
る
期
間
内
に
同
規
定
が
定
め
る
協
力
内
容
調
書
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
恩
典
的
休
暇
の
場
合
を
除
き
、
有
期
懲
役
の
場
合
に
は
宣
告
刑
の
少
な
く
と
も
四
分
の
一
が
、
無
期
懲
役
の
場
合
に

は
少
な
く
と
も
一
〇
年
間
刑
が
執
行
さ
れ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑤　

有
罪
判
決
言
渡
後
に
な
さ
れ
た
協
力
が
、
同
判
決
の
対
象
た
る
事
実
以
外
の
事
実
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
に
定

め
る
恩
典
は
、
第
九
条
第
三
項
に
定
め
る
要
件
を
充
た
す
協
力
対
象
事
実
に
関
す
る
第
一
審
判
決
の
言
渡
後
に
の
み
、
現
行
法
上
の
制

限
に
か
か
わ
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
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⑥　

第
四
項
に
定
め
る
措
置
の
実
施
方
法
は
、
関
係
者
の
庇
護
又
は
保
護
を
行
う
機
関
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
ら
れ
る
。
同
機
関
は
、

刑
執
行
監
視
裁
判
所
又
は
裁
判
官
の
通
知
、
連
絡
及
び
命
令
の
執
行
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

⑦　

措
置
の
変
更
又
は
取
消
は
、
職
権
に
よ
り
又
は
第
二
項
に
定
め
る
機
関
の
請
求
若
し
く
は
意
見
に
基
づ
い
て
命
じ
ら
れ
る
。
緊
急

の
場
合
に
は
、
刑
執
行
監
視
裁
判
官
は
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
り
、
措
置
の
予
防
的
中
止
（sospenzione cautelativa

）
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
止
は
、
刑
執
行
監
視
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
措
置
に
つ
い
て
、
同
裁
判
所
が
資
料
の
受
領
か
ら
六
〇
日
以

内
に
介
入
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
効
果
を
失
う
。
措
置
の
変
更
、
取
消
又
は
予
防
的
中
止
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
三
条

の
四
及
び
第
一
六
条
の
九
の
定
め
に
よ
り
、
特
別
保
護
措
置
の
変
更
若
し
く
は
取
消
又
は
協
力
に
関
す
る
刑
の
減
軽
事
由
を
認
め
る
判

決
の
再
審
を
根
拠
づ
け
得
る
よ
う
な
関
係
者
の
行
為
が
と
く
に
重
視
さ
れ
る
。

⑧　

仮
釈
放
、
施
設
外
労
働
へ
の
従
事
（assegnazione al lavoro allʼesterno

）、
恩
典
的
休
暇
、
改
正
後
の
一
九
七
五
年
七
月
二

六
日
法
律
第
三
五
四
号
第
一
部
第
六
章
に
定
め
る
拘
禁
代
替
措
置
の
一
の
許
容
の
手
続
が
特
別
保
護
措
置
に
付
さ
れ
た
者
に
対
し
て
行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
轄
は
、
同
人
が
本
暫
定
措
置
令
第
一
二
条
第
三
項
の
二
の
定
め
に
よ
り
選
択
し
た
住
所
地
の
刑
執
行
監
視

裁
判
所
又
は
裁
判
官
に
属
す
る
。

⑧
の
二　

本
条
の
規
定
は
、
刑
法
第
二
編
第
一
二
部
第
三
章
第
一
節
に
定
め
る
罪
の
一
に
つ
い
て
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
で
、

判
決
言
渡
後
で
あ
っ
て
も
第
九
条
第
三
項
に
定
め
る
要
件
を
充
足
す
る
協
力
行
為
を
行
っ
た
も
の
に
対
し
て
も
、
可
能
な
範
囲
で
適
用

す
る
。

第
二
章
の
四　

最
終
規
定
及
び
経
過
措
置

第
一
七
条
（
財
政
的
負
担
） 

①　

第
二
章
及
び
第
二
章
の
二
の
適
用
に
よ
り
生
じ
る
財
政
負
担
と
し
て
は
、
一
九
九
一
年
以
降
、
年
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間
一
〇
二
憶
五
千
万
リ
ラ
が
見
込
ま
れ
、「
組
織
犯
罪
に
対
す
る
更
な
る
措
置
（U

lteriori m
isure contro la crim

ilinalità orga-

nizzata

）」
に
関
す
る
準
備
金
を
用
い
て
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
三
年
間
予
算
の
た
め
の
一
九
九
一
年
の
国
庫
省
予

算
項
目
第
六
八
五
六
号
に
記
載
さ
れ
た
配
分
の
う
ち
必
要
に
応
じ
た
額
に
よ
り
措
置
す
る
。

②　

国
庫
大
臣
は
、
命
令
に
よ
り
、
必
要
な
予
算
の
補
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

③　

第
一
項
に
定
め
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
の
予
算
項
目
に
お
い
て
、「
公
共
の
安
全
（Sicurezza pubblica

）」
の
費
目
の

下
で
六
二
億
五
千
万
リ
ラ
が
計
上
さ
れ
、「
対
マ
フ
ィ
ア
型
犯
罪
闘
争
調
整
高
等
委
員
（A

lto com
m

issario per il coordinam
ento 

della lotta alla delinquenza di tipo m
afioso

）」
の
費
目
の
下
で
四
〇
億
リ
ラ
が
計
上
さ
れ
る
。

④　

第
二
章
及
び
第
二
章
の
二
に
定
め
る
財
政
措
置
は
、
秘
密
の
性
質
を
も
ち
、
決
算
報
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
警
察
・
公
安
長
官

及
び
対
マ
フ
ィ
ア
型
犯
罪
闘
争
調
整
高
等
委
員
は
、
各
財
政
年
度
末
に
、
関
連
財
源
の
使
用
指
標
及
び
方
法
に
関
す
る
報
告
書
を
内
務

大
臣
に
提
出
す
る
義
務
を
負
い
、
内
務
大
臣
は
同
報
告
書
の
破
棄
を
許
可
す
る
。

第
一
七
条
の
二
（
施
行
規
定
） 

①　

内
務
大
臣
は
、
国
家
秩
序
公
安
委
員
会
（Com

itato nazionale dell'ordine e della sicurez-

za pubblica

）
及
び
第
一
〇
条
第
二
項
に
定
め
る
中
央
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
司
法
大
臣
と
協
調
し
て
発
す
る
一
又
は
複

数
の
命
令
に
よ
り
、
中
央
委
員
会
に
よ
り
暫
定
的
に
で
も
決
定
及
び
適
用
さ
れ
た
特
別
保
護
措
置
の
内
容
及
び
実
施
方
法
、
並
び
に
中

央
委
員
会
が
特
別
保
護
措
置
の
調
査
、
作
成
及
び
実
施
の
段
階
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
指
標
を
定
め
る
。

②　

司
法
大
臣
は
、
内
務
大
臣
と
協
調
し
て
発
す
る
命
令
に
よ
り
、
特
別
保
護
措
置
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
及
び
第
九
条

第
二
項
に
定
め
る
罪
に
関
し
て
刑
法
又
は
特
別
法
に
定
め
る
協
力
行
為
を
行
い
又
は
行
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
者
に
対
し
、
一
九
七
五

年
七
月
二
六
日
法
律
第
三
五
四
号
第
一
部
及
び
そ
の
改
正
法
並
び
に
一
九
七
六
年
四
月
二
九
日
共
和
国
大
統
領
令
第
四
三
一
号
及
び
そ
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の
改
正
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
関
連
施
行
規
則
第
一
部
に
定
め
る
行
刑
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
た
め
の
要
件
及
び
方

法
を
定
め
る
。

③　

内
務
大
臣
は
、
財
務
・
国
庫
・
予
算
・
経
済
計
画
大
臣
、
司
法
大
臣
及
び
防
衛
大
臣
と
協
調
し
て
発
す
る
命
令
に
よ
り
、
本
暫
定

措
置
令
第
一
二
条
第
二
項
⒠
号
の
定
め
に
よ
り
協
力
者
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
た
義
務
に
関
す
る
金
銭
、
財
産
そ
の
他
の
利
益
の
支
払
及

び
移
転
の
方
法
に
関
す
る
規
則
、
並
び
に
、
一
九
九
二
年
八
月
七
日
法
律
第
三
五
六
号
に
よ
り
改
正
と
と
も
に
法
律
に
転
換
さ
れ
た
一

九
九
二
年
六
月
八
日
暫
定
措
置
令
第
三
〇
六
号
第
一
二
条
の
六
第
四
項
の
二
及
び
第
四
項
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
金
銭
の
用
途
及
び
財

産
そ
の
他
の
利
益
の
売
却
及
び
用
途
に
つ
い
て
定
め
る
規
則
を
採
用
す
る
。

④　

第
一
項
乃
至
第
三
項
に
定
め
る
命
令
及
び
第
一
三
条
第
八
項
に
定
め
る
命
令
は
、
一
九
八
八
年
八
月
二
三
日
法
律
第
四
〇
〇
号
第

一
七
条
に
よ
り
発
せ
ら
れ
る
。

⑤　

国
務
院
（Consiglio di Stato

）
は
、
請
求
か
ら
三
〇
日
以
内
に
、
第
一
項
乃
至
第
三
項
に
定
め
る
規
則
案
に
つ
い
て
意
見
を
表

明
す
る
。
同
期
間
が
経
過
し
た
後
に
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
規
則
は
適
用
可
能
と
な
る
。

第
一
八
条
（
施
行
） 

①　

本
暫
定
措
置
令
は
、
イ
タ
リ
ア
共
和
国
官
報
（Gazzetta U

fficiale della Repubblica Italiana

）
上
に

公
表
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
法
律
へ
の
転
換
の
た
め
に
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。

⑵　

一
九
九
三
年
三
月
二
九
日
委
任
立
法
令
第
一
一
九
号
「
司
法
に
協
力
す
る
者
の
保
護
の
た
め
の
身
分
変
更
に
関
す
る
規
則
」

（D
ecreto Legislativo 29 m

arzo 1993, n. 119‒
D

isciplina del cam
biam

ento delle generalità per la protezione di 

coloro che collaborano con la giustizia

）
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第
一
条
（
身
分
変
更
の
請
求
） 

①　

改
正
と
と
も
に
一
九
九
一
年
三
月
一
五
日
法
律
第
八
二
号
に
転
換
さ
れ
た
一
九
九
一
年
一
月
一

五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
第
一
五
条
に
定
め
る
身
分
変
更
の
請
求
は
、
内
務
省
及
び
司
法
省
の
両
省
に
対
し
て
行
わ
れ
、
同
暫
定
措
置

令
第
一
二
条
に
定
め
る
資
料
と
と
も
に
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
立
機
関
に
よ
り
受
理
さ
れ
た
後
、
同
暫
定
措
置
令
第
一
〇
条
に

定
め
る
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
受
理
す
る
。

②　

未
成
年
の
子
の
身
分
変
更
に
関
す
る
請
求
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
他
方
の
親
の
同
意
又
は
後
見
裁
判
官
（giudice tutelare

）

の
許
可
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
見
裁
判
官
は
、
関
係
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
未
成
年
者
及
び
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ

れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
安
全
確
保
の
要
請
並
び
に
そ
の
近
親
者
の
権
利
を
考
慮
に
入
れ
て
許
否
の
判
断
を
行
う
。

③　

身
分
変
更
の
請
求
は
、
公
開
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
異
議
申
立
も
認
め
ら
れ
な
い
。

第
二
条
（
中
央
委
員
会
の
活
動
） 

①　

中
央
委
員
会
は
、
改
正
と
と
も
に
一
九
九
一
年
三
月
一
五
日
法
律
第
八
二
号
に
転
換
さ
れ
た

一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
第
一
二
条
に
定
め
る
人
的
状
況
に
関
す
る
も
の
を
含
む
必
要
な
意
見
及
び
情
報
を
速
や

か
に
収
集
し
、
他
の
措
置
で
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
料
す
る
と
き
は
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
身
分
変
更
決
定
の
た
め
の
行
為
を
行
い
、
本
委
任
立
法
令
に
定
め
る
そ
の
他
の
活
動
を
行
う
。

②　

中
央
委
員
会
は
、
事
案
毎
に
、
第
四
条
の
定
め
に
よ
り
申
立
の
送
付
を
行
う
任
を
負
う
機
関
を
指
定
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
新
旧

の
身
分
を
結
び
付
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
を
除
き
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
を
報
告
す
る
。

③　

一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
第
一
二
条
第
二
項
の
定
め
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
に
対
す
る
重
大
な
違
反
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
中
央
委
員
会
は
、
身
分
変
更
の
決
定
を
取
消
す
た
め
の
行
為
を
行
う
。
こ
の
決
定
に
は
、
対
象
者
に
関
す
る
文
書
、
登

録
、
記
載
又
は
措
置
書
に
お
け
る
以
前
の
身
分
の
復
旧
の
た
め
に
行
わ
れ
る
べ
き
行
為
も
示
さ
れ
る
。
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第
三
条
（
身
分
変
更
命
令
、
情
報
記
録
簿
） 

①　

身
分
変
更
命
令
に
よ
り
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ

た
者
に
対
し
、
新
た
な
姓
名
、
誕
生
地
、
生
年
月
日
、
市
民
状
態
（stato civile

）
に
関
す
る
情
報
、
並
び
に
、
保
健
上
及
び
税
務
上

の
情
報
に
関
す
る
新
た
な
表
示
が
付
与
さ
れ
、
改
正
と
と
も
に
一
九
九
一
年
三
月
一
五
日
法
律
第
八
二
号
に
転
換
さ
れ
た
一
九
九
一
年

一
月
一
五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
第
一
二
条
に
定
め
る
人
的
状
況
が
特
定
さ
れ
る
。
身
分
変
更
に
つ
い
て
は
、
中
央
委
員
会
に
よ
り
特

別
に
指
定
さ
れ
た
機
関
が
第
四
条
の
定
め
に
よ
る
請
求
を
送
付
す
る
任
を
負
う
。

②　

第
一
項
に
定
め
る
情
報
並
び
に
裁
判
記
録
保
管
所
及
び
一
九
八
一
年
四
月
一
日
法
律
第
一
二
一
号
第
八
条
に
定
め
る
情
報
管
理
セ

ン
タ
ー
（centro elaborazione dati

）
に
対
す
る
照
会
結
果
は
、
以
前
の
身
分
に
関
す
る
情
報
と
と
も
に
、
一
九
九
一
年
一
月
一
五

日
暫
定
措
置
令
第
八
号
第
一
四
条
に
定
め
る
中
央
保
護
局
に
設
置
さ
れ
る
専
用
の
記
録
簿
（registro dei dati

）
に
記
録
さ
れ
る
。

記
録
簿
の
保
管
は
、
内
務
省
市
民
行
政
局
の
職
員
（funzionario dellʼam

m
inistrazione civile dellʼinterno

）
で
、
課
長
以
上
の

者
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
録
簿
の
監
査
は
、
同
暫
定
措
置
令
第
一
〇
条
の
定
め
る
中
央
委
員
会
又
は
同
委
員
会
に
よ
る
特
別

の
委
任
を
受
け
た
司
法
官
委
員
が
こ
れ
を
行
う
。

③　

中
央
保
護
局
は
、
第
二
項
に
定
め
る
目
的
の
た
め
に
、
身
分
変
更
命
令
発
令
後
直
ち
に
、
市
民
課
、
裁
判
記
録
保
管
所
、
情
報
管

理
セ
ン
タ
ー
の
担
当
課
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
市
民
状
態
記
録
抄
本
、
裁
判
記
録
保
管
所
に
あ
る
札
そ
の
他
必
要
な
記
録
の
謄
本
、
及
び

情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
る
情
報
を
取
得
す
る
。

④　

中
央
保
護
局
は
、
第
三
項
に
定
め
る
情
報
取
得
の
請
求
を
定
期
的
に
行
い
、
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
二
項
に
定
め
る
記
録

簿
に
記
録
す
る
。

⑤　

第
二
項
に
定
め
る
記
録
簿
に
は
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
戸
籍
状
況
に
関
す
る
情
報
、
資

格
、
許
可
、
認
可
、
免
許
そ
の
他
行
政
上
の
文
書
又
は
措
置
書
、
並
び
に
以
前
の
身
分
及
び
新
た
な
身
分
の
下
で
同
人
に
交
付
さ
れ
た
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学
位
、
職
業
訓
練
の
証
明
又
は
申
告
も
記
録
さ
れ
る
。

第
四
条
（
市
民
状
態
記
録
そ
の
他
の
文
書
に
関
す
る
現
行
規
定
の
例
外
） 

①　

第
二
条
の
定
め
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
機
関
は
、
受
託

し
た
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
現
行
の
法
律
及
び
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
担
当
公
務
員
に
対
し
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
市
民
状
態
記
録
又
は
そ
の
抄
本
そ
の
他
身
分
証
明
書
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
文
書
、
措
置
書
又
は
証

明
書
で
新
た
な
身
分
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
若
し
く
は
対
象
者
を
表
示
せ
ず
に
作
成
さ
れ
た
も
の
の
交
付
を
請
求
す
る
。
措
置
書

又
は
証
明
書
が
対
象
者
を
表
示
せ
ず
に
作
成
さ
れ
る
場
合
に
は
、
記
録
、
文
書
又
は
措
置
書
は
、
第
三
条
に
定
め
る
記
録
簿
へ
の
記
録

又
は
記
載
を
行
う
中
央
保
護
局
が
こ
れ
を
補
完
す
る
。

②　

指
定
さ
れ
た
機
関
は
、
さ
ら
に
、
現
行
の
法
律
又
は
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
定
め
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
証
明
書
、

文
書
若
し
く
は
措
置
書
に
基
づ
い
て
、
又
は
新
た
な
身
分
及
び
第
三
項
に
定
め
る
登
録
の
結
果
と
な
る
そ
の
他
の
身
分
に
関
す
る
内
務

省
の
証
明
を
予
め
呈
示
し
た
上
で
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
た
者
を
、
戸
籍
に
関
す
る
も
の
を
含
む
名
簿
若
し
く
は
記
録
簿

に
記
載
す
る
よ
う
請
求
す
る
。

③　

い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
担
当
公
務
員
に
対
し
、
身
分
変
更
措
置
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
市
民
状
態
に
関
す
る
文
書
の
作

成
、
登
録
、
転
記
又
は
記
載
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
二
条
の
定
め
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
機
関
が
、
法

律
又
は
規
則
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
資
格
、
人
的
状
況
又
は
要
件
を
欠
く
た
め
に
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら

れ
た
者
が
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
文
書
又
は
措
置
書
を
請
求
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。

④　

指
定
さ
れ
た
機
関
は
、
第
一
項
の
定
め
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
文
書
の
受
領
書
を
発
行
し
、
こ
れ
を
中
央
保
護
局
に
送
付
す
る
。
中

央
保
護
局
は
、
第
三
条
に
定
め
る
記
録
簿
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
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⑤　

公
務
員
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
定
め
に
よ
る
請
求
に
遅
滞
な
く
応
じ
、
ま
た
、
請
求
権
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
そ
の
後
の
い

か
な
る
請
求
に
対
し
て
も
、
前
諸
項
の
定
め
に
よ
り
実
施
又
は
交
付
さ
れ
た
登
録
、
転
記
、
記
載
、
文
書
又
は
措
置
書
に
対
応
す
る
証

明
書
を
交
付
す
る
義
務
を
負
う
。
但
し
、
請
求
機
関
が
明
示
的
に
異
な
る
請
求
を
行
う
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

⑥　

証
明
書
、
記
録
、
文
書
又
は
措
置
書
が
、
関
係
者
の
身
分
を
示
さ
ず
に
交
付
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
公
文
書
に
お
い
て
氏
名
が

照
合
さ
れ
な
い
者
に
関
し
て
第
一
項
に
定
め
る
機
関
と
は
異
な
る
者
か
ら
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
担
当
公
務
員
は
、
直
ち
に
中
央
保

護
局
に
通
知
す
る
義
務
を
負
う
。
第
三
項
が
定
め
る
記
録
簿
に
お
い
て
氏
名
が
照
合
さ
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
中
央
保

護
局
は
そ
の
後
の
手
続
実
施
の
た
め
に
担
当
公
務
員
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
通
知
す
る
。

⑦　

戸
籍
登
録
（iscrizioni anagrafiche

）
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
二
七
日
法
律
第
四
七
〇
号
第
六
条
第
七
項

及
び
一
九
八
九
年
五
月
三
〇
日
大
統
領
令
第
二
二
三
号
第
一
八
条
及
び
第
一
九
条
の
定
め
る
措
置
は
実
施
さ
れ
な
い
。

第
五
条
（
責
任
の
免
除
） 

①　

公
務
員
、
公
的
業
務
担
当
者
及
び
行
政
機
関
職
員
は
、
本
委
任
立
法
令
に
定
め
る
許
可
証
又
は
資
格

証
を
含
む
文
書
又
は
措
置
書
の
作
成
、
文
書
の
転
記
、
記
載
又
は
記
入
、
抄
本
及
び
証
明
書
の
交
付
に
関
し
て
、
刑
事
、
民
事
及
び
懲

戒
の
責
任
を
免
除
さ
れ
る
。

第
六
条
（
身
分
変
更
命
令
の
効
果
） 

①　

身
分
変
更
命
令
の
発
令
後
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者

が
以
前
の
身
分
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
但
し
、
個
別
の
司
法
手
続
上
の
行
為
又
は
報
告
の
た
め
に
中
央
委
員
会
に
よ
り
許

可
さ
れ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

②　

市
民
状
態
記
録
簿
に
記
録
、
記
載
又
は
転
記
す
べ
き
以
前
の
身
分
に
関
す
る
情
報
を
含
む
文
書
は
、
引
き
続
き
以
前
の
身
分
の
下
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で
記
録
、
記
載
又
は
転
記
さ
れ
る
。

③　

身
分
変
更
命
令
は
、
保
護
対
象
者
が
そ
の
当
事
者
で
あ
っ
て
、
同
命
令
の
日
付
に
お
い
て
存
続
し
、
か
つ
、
同
措
置
の
日
付
よ
り

前
に
確
認
又
は
締
結
さ
れ
た
事
実
、
行
為
又
は
契
約
に
関
す
る
民
事
的
、
行
政
的
、
実
体
的
及
び
手
続
的
性
質
を
も
つ
関
係
に
対
し
て

は
効
果
を
有
し
な
い
。

④　

第
三
項
に
定
め
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
は
、
裁
判
に
お
い
て
も
、
改
正
と
と
も
に
一
九
九
一
年
三
月
一
五
日
法
律
第
八
二

号
に
転
換
さ
れ
た
一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
暫
定
措
置
令
第
八
号
第
一
二
条
の
定
め
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
。

⑤　

民
事
手
続
に
お
い
て
は
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
で
、
証
人
と
し
て
証
言
を
行
い
、〔
民
事

訴
訟
法
上
の
〕
自
由
尋
問
又
は
正
式
尋
問
を
受
け
、
宣
誓
を
行
い
又
は
身
体
検
査
を
受
け
る
た
め
に
裁
判
所
に
召
喚
さ
れ
た
も
の
は
、

中
央
保
護
局
に
対
し
、
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
裁
判
所
宛
に
、
い
か
な
る
状
態
及
び
審
級
に
お
い
て
も
、
関
係
者
の
公
判
へ
の
出
頭
を

不
可
能
に
す
る
よ
う
な
一
身
上
の
安
全
に
関
す
る
重
大
な
理
由
の
存
在
に
つ
い
て
の
地
方
自
治
体
公
安
機
関
に
よ
る
申
告
を
送
付
さ
せ

る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
申
告
は
訴
訟
書
類
に
加
え
ら
れ
る
。
保
護
対
象
者
の
不
出
頭
は
、
同
人
に
不
利
に
扱
わ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

⑥　

身
分
変
更
命
令
の
発
令
日
よ
り
前
に
犯
さ
れ
た
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
の
保
護
対
象
者
に
対
す
る
捜
査
及
び
刑
事
手
続
は
、
終
結
判

決
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
は
、
以
前
の
身
分
の
下
で
開
始
及
び
遂
行
さ
れ
る
。
裁
判
記
録
保
管
簿
へ
の
記
録
も
、
以
前
の
身
分
の
下
で

行
わ
れ
る
。

⑦　

裁
判
記
録
保
管
簿
へ
の
記
録
対
象
と
な
る
文
書
で
、
身
分
変
更
命
令
の
発
令
日
よ
り
後
の
事
実
に
つ
い
て
交
付
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
一
九
三
一
年
六
月
一
八
日
勅
令
第
七
七
八
号
を
適
用
す
る
。

⑧　
【
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
四
日
大
統
領
令
第
三
一
三
号
に
よ
り
削
除
】
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⑨　
【
一
九
九
八
年
一
月
七
日
法
律
第
一
一
号
に
よ
り
削
除
】

第
七
条
（
特
別
保
護
措
置
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
住
所
、
通
知
） 

①　

第
二
条
に
定
め
る
機
関
は
、
直
接
又
は
代
理

人
を
介
し
て
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
以
前
の
身
分
に
関
す
る
戸
籍
上
の
記
載
を
、
中
央
保
護

局
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
場
所
に
変
更
及
び
転
記
す
る
よ
う
管
轄
機
関
に
求
め
る
措
置
を
と
る
。

②　

刑
事
訴
訟
法
第
一
五
七
条
及
び
民
事
訴
訟
法
第
一
三
九
条
の
定
め
に
よ
る
通
知
は
、
第
一
項
の
定
め
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
住
所
に

対
し
て
行
わ
れ
る
。

③　

中
央
保
護
局
員
及
び
同
局
員
に
協
力
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た

者
に
、
選
挙
証
明
を
除
き
、
以
前
の
身
分
の
下
で
同
人
宛
に
届
い
た
封
筒
そ
の
他
の
郵
便
物
及
び
通
知
文
書
を
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
際
に
は
、
公
文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
る
受
領
証
を
発
行
す
る
。

第
八
条
（
善
意
の
第
三
者
の
権
利
） 

①　

特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
身
分
変
更
に
よ
り
善
意
の

第
三
者
（terzi di buona fede

）
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
き
は
、
地
方
裁
判
所
は
、
関
係
者
の
請
求
に
よ
り
、
同
人
の
債
務
が
、

訴
え
（ricorso

）
の
被
通
知
者
の
一
人
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
第
三
者
の
履
行
に
よ
っ
て
も
適
切
に
弁
済
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
場
合
、
又
は
、
同
債
務
が
、
同
様
の
手
続
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
第
三
者
に
よ
る
負
債
の
引
受
に
よ
っ
て
も
な
お
弁
済
し
得
な
い
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
の
保
護
の
要
請
を
考
慮
し
た
上
で
、
中
央
委
員
会

委
員
長
に
、
請
求
者
に
対
し
、
同
人
の
新
た
な
身
分
を
通
知
す
る
よ
う
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　
〔
第
一
項
に
定
め
る
訴
え
に
関
す
る
〕
裁
判
は
、
非
公
開
審
理
（procedim

enti in cam
era di consiglio

）
に
関
す
る
民
事
訴
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訟
法
第
七
三
七
条
以
下
の
諸
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

③　
〔
第
一
項
に
定
め
る
〕
訴
え
は
、
手
続
当
事
者
と
な
る
保
護
対
象
者
及
び
中
央
委
員
会
に
通
知
さ
れ
、
同
人
に
対
し
て
行
う
請
求

の
内
容
及
び
そ
の
理
由
（titolo

）
を
具
体
的
に
示
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
央
委
員
会
又
は
保
護
対
象
者
は
、
争
点
構
成

手
続
（atto della costituzione in giudizio

）
に
お
い
て
、
原
告
の
主
張
す
る
債
務
の
可
能
な
弁
済
方
法
を
提
示
す
る
。

④　

裁
判
は
、
原
告
の
住
所
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
が
行
う
。
民
事
訴
訟
法
第
七
四
一
条
第
二
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

第
九
条
（
手
続
の
秘
密
） 
①　

本
委
任
立
法
令
の
定
め
る
身
分
変
更
手
続
並
び
に
第
三
条
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
機
関
及
び
中
央
保
護

局
の
活
動
に
関
す
る
通
知
、
文
書
及
び
措
置
書
は
、
公
務
上
の
秘
密
に
属
す
る
。

②　

第
八
条
第
一
項
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
公
務
員
及
び
公
務
従
事
者
は
、
身
分
変
更
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
の
以
前
の
身
分
に
つ
い
て

証
言
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
義
務
を
負
う
。

③　

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
同
項
に
定
め
る
者
が
、
公
務
上
の
秘
密
に
属
す
る
事
実
を
公
務
上
知
っ
た
場
合
以
外
で
あ
っ
て

も
適
用
す
る
。

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「『
証
拠
収
集
等
へ
の
協
力
及
び
訴
追
に
関
す
る
合
意
制
度
』
と
証
拠
法
」（
平
成
二
八
─
三

一
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


